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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

7/21 現在 

父島 

95.0/100 

母島  

92.2/100 

6月気象状況    （父島） 

最高気温   30.1℃ 

最低気温   26.0℃ 

平均気温   27.8℃ 

平均湿度   87％ 

月降水量   12.0mm 

住民基本台帳登録者数（7/1） 

             2,607 人 

             父島      母島               

  人口      2,157 人   450 人 

  世帯      1,221    274 

                                               

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
本
号
掲
載
の
各
行
事
の
取
り
や
め
、
変
更

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

①
 
感
染
防
止
の
た
め
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
 

 
小
笠
原
村
の
特
性
を
加
味
し
た
村
内
で
の
行
動
指

針
『
小
笠
原
版
「
新
し
い
日
常
」
の
過
ご
し
方
』
を

目
安
に
日
々
の
生
活
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
、
手
洗
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の

使
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
の
基
本
的
な
感
染
症
対
策

の
徹
底
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
行
動
指
針
は
、
掲
示

板
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
役

場
に
お
い
て
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
 

②
相
談
・
受
診
前
に
次
の
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
 

・
発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
見
ら
れ
る
と
き
に
は
、
学

校
や
会
社
を
休
み
外
出
を
控
え
る
。
 

・
発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
診
ら
れ
た
ら
、
毎
日
体
温

を
計
測
し
て
記
録
し
て
お
く
。
 

③
次
の
症
状
の
方
は
、
い
き
な
り
診
療
所
に
行
か

ず
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
外
出
を
控
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

受
診
相
談
窓
口
（
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２

―
２
９
５
１
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

○
少
な
く
と
も
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
す
ぐ
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。（

こ
れ
ら
に
該

当
し
な
い
場
合
の
相
談
も
可
能
で
す
。）

 

☆
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）、

強
い
だ
る
さ
（
倦
怠

感
）、

高
熱
等
の
強
い
症
状
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
場

合
 

☆
重
症
化
し
や
す
い
方
（
※
）
で
、
発
熱
や
咳
な
ど

の
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
 

（
※
）
高
齢
者
、
糖
尿
病
、
心
不
全
、
呼
吸
器
疾
患

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
等
）
等
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
や
透
析

を
受
け
て
い
る
方
、
免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤
等
を

用
い
て
い
る
方
 

☆
上
記
以
外
の
方
で
発
熱
や
咳
な
ど
比
較
的
軽
い
風

邪
の
症
状
が
続
く
場
合
 

（
症
状
が
４
日
以
上
続
く
場
合
は
必
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
症
状
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
強
い

症
状
と
思
う
場
合
に
は
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
解
熱
剤
な
ど
を
飲
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
も
同
様
で
す
。）

 

（
妊
婦
の
方
へ
）
 

妊
婦
の
方
に
つ
い
て
は
、
念
の
た
め
、
重
症
化
し

や
す
い
方
と
同
様
に
、
早
め
に
新
型
コ
ロ
ナ
受
診
相

談
窓
口
等
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
の
開
設
時
間
は
平

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
す
。
そ
れ
以
外
の

時
間
帯
は
、
都
・
特
別
区
・
八
王
子
市
・
町
田
市
合

同
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
（
０
３
―
５
３
２
０
―
４
５

９
２
）、

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
０
９
０
―
４
６

１
３
―
０
７
８
６
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
  ２

―
３
１
１
１
 

   
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
今
年

度
の
敬
老
大
会
（
父
島
）、
敬
老
の
日
の
集
い
（
母

島
）
は
中
止
い
た
し
ま
す
。
 

 
表
彰
対
象
者
（
百
寿
・
白
寿
・
米
寿
）
の
方
に
は

別
途
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

 
 
 
 
 
 
母
島
支
所
庶
務
係
 
３
―
２
１
１
１
 

   
７
月
５
日
に
行
わ
れ
た
東
京
都
知
事
選
挙
の
小
笠

原
開
票
区
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
有
権
者
数
】
 

 
《
父
島
》
１
，
６
８
４
人
 

 
《
母
島
》
３
６
６
人
 

 
《
合
計
》
２
，
０
５
０
人
 

【
投
票
率
】
 

《
父
島
》
６
４
・
 ４
３
％
 

《
母
島
》
６
８
・
 ８

５
％
 

 
《
合
計
》
６
５
・
 ２

２
％
 

【
得
票
数
】（
届
出
順
）
 

山
本
太
郎
 
 
 

172票
 立
花
孝
志
   

 
 

10票
 

小
池
ゆ
り
こ
 
  

825票
 さ

い
と
う
健
一
郎
  １
票
 

七
海
ひ
ろ
こ
    ７

票
 
ご
と
う
て
る
き
 
  ７
票
 

宇
都
宮
け
ん
じ
  

154票
 沢

し
お
ん
 
 
 
  ５
票
 

桜
井
誠
 
 
 
 

48票
 市
川
ヒ
ロ
シ
 
 
  ０
票
 

込
山
洋
        ５

票
 
石
井
均
 
 
 
 
  ３
票
 

小
野
た
い
す
け
 

59票
 長
澤
育
弘
 
 
 
  １
票
 

竹
本
秀
之
 
 
 
２
票
 
牛
尾
和
恵
 
 
 
 
０
票
 

西
本
誠
 
 
 
  ４
票
 
平
塚
正
幸
 
 
 
 
５
票
 

関
口
安
弘
 
 
  ２
票
 
な
い
と
う
ひ
さ
お
 
２
票
 

押
越
清
悦
 
 
  ０
票
 
無
効
票
 
 
 
 
 

23票
 

服
部
修
 
 
 
  ２
票
 

 ●
問
合
せ
先
 

 
 
小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
 
２
―
３
１
１
１
 

  

７
月
３
日
か
ら
の
大
雨
災
害
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
ら
れ
た
皆
様
に
対
し
て
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
 

小
笠
原
村
で
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
刻
も
早

い
復
旧
を
願
い
、
被
災
地
へ
の
義
援
金
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
 

【
義
援
金
募
金
箱
設
置
場
所
】
 

村
役
場
総
務
課
及
び
母
島
支
所
 

【
受
付
期
間
及
び
時
間
】
８
月

31日
ま
で
 

平
日
の
午
前
８
時
～
午
後
５
時

15分
 

【
義
援
金
の
送
付
先
】
日
本
赤
十
字
社
 

こ
の
災
害
義
援
金
は
被
災
都
道
府
県
の
被
害
の
状

況
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
 ２

―
３
１
１
１
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

 

東
京
都
知
事
選
挙
の
結
果

 

令
和

２
年

７
月

豪
雨

に
対

す
る

義
援

金
の

受
付

 
敬
老
大
会
・
敬
老
の
日
の
集
い
の
中
止

 



  NO．717   令和 2（2020）年 8 月 1 日（土）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-2- 

  

小
笠
原
村
で
は
、
津
波
等
の
災
害
時
の
備
え
と
し

て
保
存
食
（
ア
ル
フ
ァ
化
米
）
を
備
蓄
し
て
い
ま
す

が
、
賞
味
期
限
間
近
の
保
存
食
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
配
布
い
た
し
ま
す
。
 

配
布

は
お

一
人

様
に

つ
き

10食
ま

で
と

し
ま

す
。

 

【
配
布
場
所
】
小
笠
原
村
役
場
総
務
課
 

【
配
布
日
】
８
月
３
日
（
月
）
～

14日
（
金
）
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
 
２
―
３
１
１
１
 

   

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
 

ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放

送
を
行
い
ま
す
。
 

【
日
時
】
８
月
５
日
（
水
）
午
前

11時
頃
 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
総
務
課
総
務
係
 
  ２

―
３
１
１
１

 

   ○
支
給
対
象
者
 

令
和

２
年

４
月

分
の

児
童

手
当

を
受

給
し

て
い

る
方

 

○
支
給
額
 

 
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
 

 
小
笠
原
村
で
は
５
月
下
旬
に
一
般
受
給
者
の
方
に

は
支
給
を
し
て
お
り
ま
す
。
公
務
員
受
給
者
の
方
は

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

 
申
請
期
限
は
、
８
月

31日
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
申
請
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
受
給
を
辞
退

し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

    
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、
海
域
ツ

ア
ー
の
安
全
対
策
と
し
て
観
光
客
が
安
全
に
楽
し
く

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｓ
Ｎ
／
日
本
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
連
盟
と

連
携
し
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認

定
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
 

【
講
習
実
施
期
間
（
予
定
）】

 

10月

24日
（
土
）
～

26日
（
月
）
 

 
24日

 ：
午
後
１
時
～
９
時
 
25、

26日
：
午
前
９
時
～
午
後
６
時
 

（
そ
れ
ぞ
れ
休
憩
時
間
を
含
み
ま
す
）
 

【
講
習
受
講
申
込
み
期
間
】
 

《
申
込
期
間
》
８
月
３
日
（
月
）
～

21日
（
金
）
 

《
用
紙
配
布
・
受
付
場
所
》
村
役
場
産
業
観
光
課
ま

た
は
母
島
支
所
 
 

【
受
講
料
】
４
３
，
２
０
０
円
 

（
合
格
者
は
登
録
料
等
別
途
５
，
０
０
０
円
程
度
必

要
で
す
）
 

【
事
前
泳
力
測
定
】
 

９
月
中
に
次
の
内
容
の
事
前
泳
力
測
定
を
行
い
ま

す
。
 

（
１
）
２
０
０
ｍ
ク
ロ
ー
ル
（
制
限
タ
イ
ム
４
分
）
 

（
２
）
４
０
０
ｍ
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
（
マ
ス
ク
・
ス
ノ

ー
ケ
ル
・
フ
ィ
ン
着
用
 
フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み
 
制

限
タ
イ
ム
７
分
）
 

（
３
）

25ｍ
平
行
潜
水
（
制
限
タ
イ
ム
な
し
）
 

（
４
）

40ｍ
平
行
潜
水
（
マ
ス
ク
・
ス
ノ
ー
ケ

ル
・
フ
ィ
ン
着
用
 
フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み
 
制
限
タ

イ
ム
な
し
）
 

 
講
習
の
詳
細
、
申
し
込
み
方
法
等
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局
 

村
役
場
産
業
観
光
課

 
     

  
２

―
３

１
１

４
 

  

令
和
３
年
度
か
ら
中
学
校
で
使
用
す
る
「
特
別
の

教
科
 道
徳
」
の
教
科
書
の
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。
村
民
の
皆
様
の
御
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
 

【
期
間
】
８
月

21日
（
金
）
ま
で
 

※
父
島
・
母
島
と
も
に
土
日
・
祝
日
を
除
く
 

【
展
示
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

15分
 

※
母
島
は
正
午
か
ら
午
後
１
時

30分
ま
で
を
除
く
 

【
展
示
場
所
】
 

父
島
…
村
役
場
ホ
ー
ル
 
母
島
…
母
島
支
所
ホ
ー
ル
 

●
問
合
せ
先
 
教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７
 

  

「
令
和
２
年
度
 
小
中
高
連
合
運
動
会
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
小
中
高
連
合
運
動
会
実
行
委
員
会
を
中

心
に
、
実
施
方
法
の
変
更
や
延
期
も
含
め
た
実
施
の

可
否
を
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
講
じ
て
も
な
お
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と

や
、
実
施
予
定
日
以
外
の
日
程
の
確
保
が
難
し
い
こ

と
等
か
ら
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、
各
校
の
教
育
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
小
学
校
 
 
２
ー
２
０
１
２
 

  【
実
施
日
程
】
８
月

18日
（
火
）
 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時
 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

【
行
政
相
談
委
員
】
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当
 
山
田
捷
夫
 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村
 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８
 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

  

本
年

10月
１
日
に
「
令
和
２
年
国
勢
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。
 

 
国
勢
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
き
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
・
世
帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も

重
要
な
統
計
調
査
で
、
大
正
９
年
か
ら
５
年
ご
と
に

行
わ
れ
て
お
り
、
本
年
実
施
す
る
調
査
は
そ
の

21

回
目
に
あ
た
り
、
実
施
１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま

す
。
 

 
前
回
調
査
に
続
き
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
ル
感
染
症
対
策
の
た
め
に

も
、
出
来
る
限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

 
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
住
民
係
 
 
２
―
３
１
１
３
 

  

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼

式
典
を
挙
行
し
ま
す
。
令
和
２
年
度
の
追
悼
式
典
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
参
列
者
の
規
模
を
縮
小
し
て
実
施
い
た
し
ま

す
。
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》
８
月

15日
（
土
）
午
後
５
時
～
 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》
８
月

15日
（
土
）
午
前

11時

50分
～
 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室
 

●
問
合
せ
先
 

村
民

課
住

民
係

 
  

 
２

―
３

１
１

３
 

母
島

支
所

庶
務

係
 

 
３

―
２

１
１

１
 

小
笠

原
村

社
会

福
祉

協
議

会
 

 
２

―
２

４
８

６
 

母
島

事
務

局
 

 
 

 
 

３
―

２
１

８
８

 

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験

 

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
 

認
定
講
習
の
実
施

 

中
学
校
教
科
用
図
書
見
本
（
道
徳
）
展
示
会
 

「
小
中
高
連
合
運
動
会
」
の
中
止
に
つ
い
て

 

保
存
食
（
ア
ル
フ
ァ
化
米
）
の
配
布

 

行
政
相
談
所
の
開
設

 

国
勢
調
査
の
実
施

 

戦
没
者
追
悼
式
典
に
つ
い
て

 

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
 

申
請
期
限
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第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談
 

【
実
施
日
程
】
８
月

28日
（
金
）
 

【
実
施
時
間
】
午
前

10時
～
正
午
 

（
１
件
あ
た
り
概
ね

20分
枠
）
 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
事
前
予
約
受
付
番
号
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５
 

●
当
日
相
談
電
話
番
号
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７
 

   

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
は
「
学

校
法
人
原
宿
学
園
東
京
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
」
の
協

力
の
も
と
、
小
笠
原
ラ
ム
・
リ
キ
ュ
ー
ル
株
式
会
社

が
製
造
し
て
い
る
特
産
品
「
無
人
酒
」
の
デ
ザ
イ
ン

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
１
年
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
 

デ
ザ
イ
ン
の
選
定
に
あ
た
っ
て
、
父
島
・
母
島
及

び
東
京
（
竹
芝
）
に
て
、
学
生
６
名
が
各
自
製
作
し

た
６
つ
の
商
品
ラ
ベ
ル
と
箱
の
人
気
投
票
と
試
作
品

販
売
を
２
月
下
旬
よ
り
６
月
下
旬
ま
で
実
施
し
ま
し

た
。
 

こ
れ
ら
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
先
般
開
催
さ
れ
た
小

笠
原
ラ
ム
・
リ
キ
ュ
ー
ル
㈱
の
取
締
役
会
に
お
い

て
、
正
式
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
ま

し
た
。
 

【
箱
】
 

     

【
ラ
ベ
ル
】
 

           

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を
焼
酎
並
み
の

25度
に
し
た

無
人
酒
は
、
村
民
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
地
酒
を
目
指

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
無
人
酒

は
、
原
料
に
黒
糖
を
使
用
し
て
お
り
、
味
わ
い
も
向

上
し
て
い
ま
す
。
日
常
の
飲
食
に
、
そ
し
て
小
笠
原

土
産
と
し
て
も
是
非
お
買
い
求
め
下
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興

公
社
 
 
 
 
 
 
０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６
 
 
 

小
笠
原
ラ
ム
・
リ
キ
ュ
ー
ル
㈱
 
 
３
―
２
１
１
１
 

   
８
月
は
、
個
人
住
民
税
(村

・
都
民
税
)(第

２

期
）、
国
民
健
康
保
険
税
(第

２
期
)、
介
護
保
険
料

(第
２
期
)お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
(第

１

期
)の
納
期
で
す
。
 

 
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
８
月

31日

(月
)と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お

納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
財
政
課
税
務
係
 
２
―
３
１
１
２
 

 
 
 
 
 
 
 
村
民
課
住
民
係
 
２
―
３
１
１
３
 

  

       
小
笠
原
諸
島
の
各
沿
岸
部
に
は
、
漁
業
権
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

漁
業
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
海
域
で
、
漁
業
者
以

外
の
者
が
漁
業
権
設
定
魚
種
等
で
あ
る
「
シ
ャ
コ
貝

等
の
貝
類
」
や
「
い
せ
え
び
等
の
え
び
類
」
の
水
産

動
植
物
を
採
捕
す
る
行
為
は
密
漁
と
な
り
、
犯
罪
で

す
。
 

違
反
者
は
法
令
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
を
楽

し
む
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

「
少
し
採
る
く
ら
い
な
ら
い
い
だ
ろ
う
」「

見
つ

か
ら
な
け
れ
ば
い
い
や
」
と
い
う
気
持
ち
で
密
漁
を

し
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。
 

ま
た
、
観
光
客
等
に
よ
る
貝
類
や
え
び
類
の
密
漁

行
為
を
見
か
け
た
際
に
は
、
小
笠
原
海
上
保
安
署
へ

ご
連
絡
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 小

笠
原

海
上

保
安

署
  ２

―
７

１
１

８
 

支
庁

産
業

課
水

産
担

当
   ２

―
２

１
０

５
 

小
笠

原
島

漁
業

協
同

組
合

   ２
―

２
４

１
１

 

小
笠

原
母

島
漁

業
協

同
組

合
   ３

―
２

３
１

１
 

   【
試
験
日
】

11月
８
日
（
日
）
 

午
前
９
時

30分
～
午
後
３
時

30分
 

【
試
験
会
場
】
 
小
笠
原
支
庁
会
議
室
 

【
受
験
願
書
の
配
布
場
所
】
小
笠
原
支
庁
 

【
受
験
願
書
の
受
付
】
 

①
 
電
子
申
請
（
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
Ｈ
Ｐ
）
は
、
 

８
月

17日
（
月
）
午
前

10時
～
９
月
２
日
（
水
）

午
後
５
時
ま
で
 

②
 
書
面
申
請
は
、
８
月

17日
（
月
）
～
８
月

31

日
（
月
）
ま
で
、
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
に
よ
り
、

（
公
社
）
東
京
都
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
ま
た
は
（
一

社
）
東
京
都
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
に
て
受
付
（
郵
送
の
場

合
当
日
消
印
有
効
、
直
接
持
参
の
場
合
は
８
月

31

日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で
）
 

※
詳
細
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
http://www.khk.or.jp）

を
参
照
の
こ
と
。
 

※
支
庁
で
は
受
付
を
し
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
 

●
問
合
せ
先
 
支
庁
産
業
課
商
工
担
当
 

２
―
２
１
２
２
 

 

 

平
成

29年
度
に
狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
、
網
猟
、

銃
猟
）
を
取
得
・
更
新
を
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
更

新
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
更
新
す
る
に
は
、

適
性
検
査
（
視
力
等
）
に
合
格
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
適
性
検
査
は
２
回
に
分
け
て
実
施
し
、
講

習
会
は
教
本
等
の
配
布
に
よ
り
代
替
し
ま
す
。
 

【
日
時
】
９
月
７
日
（
月
）
 
 

⑴
 
申
請
の
受
付
番
号
１
～
７
 
午
後
２
時
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑵
 
申
請
の
受
付
番
号
８
以
降
 
午
後
３
時
 

【
場
所
】
小
笠
原
支
庁
２
階
 
大
会
議
室
 
 

【
内
容
】
適
性
検
査
（
視
力
検
査
等
）
及
び
教
本
等

の
配
布
 

【
申
込
方
法
】
更
新
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
書

類
等
を
持
参
し
、
支
庁
産
業
課
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

１
 
狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
 
※
窓
口
で
の
記
入
可
 

２
 
手
数
料
 
２
，
９
０
０
円
／
種
類
 

３
 
写
真
１
枚
（
縦
3.0cm、

横
2.4cm）

 
 

※
申
請
前
６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、

上
三
分
身
、
無
背
景
で
あ
る
こ
と
 

４
 
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
有
効
な
猟
銃
・
空
気
銃

所
持
許
可
証
 

５
 
現
に
受
け
て
い
る
狩
猟
免
状
の
原
本
 

【
申
込
締
切
】
８
月

31日
（
月
）
ま
で
 

●
申
込
・
問
合
せ
先
  

支
庁
産
業
課
鳥
獣
担
当
 
 
２
―
２
１
２
５
 

レ
ジ
ャ
ー
密
漁
の
防
止
に
つ
い
て
 

令
和
２
年
度
高
圧
ガ
ス
・
液
化
石
油
ガ

ス
国
家
試
験
の
お
知
ら
せ
 

狩
猟
免
許
更
新
の
お
知
ら
せ
 

小
笠
原
ラ
ム
「
無
人
酒
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
 

デ
ザ
イ
ン
決
定

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
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感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
７
月
末
ま
で
全
面
中
止

と
し
て
お
り
ま
し
た
施
設
開
放
・
公
開
講
座
に
関
す

る
今
後
の
予
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
当
面

の
間
中
止
と
い
た
し
ま
す
。
再
開
時
期
が
決
定
し
ま

し
た
ら
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
改
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
東
京
都
立
小
笠
原
高
等
学
校
 

 
２
―
２
３
４
６
 

 

 【
日
時
】
８
月

11日
（
火
）
午
後
４
時
～
６
時
 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
 
２
階
会
議
室
                          

            

【
相
談
内
容
】
 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退

職
・
解
雇
な
ど
）
 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
）
 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）
 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）
 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。
 

●
問
合
せ
先
 小

笠
原
総
合
事
務
所
 ２

―
２
１
０
２
 

    予
防
接
種
や
健
診
、
育
児
学
級
に
参
加
さ
れ
る
場
合

に
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
（
お
子
さ
ん
は
可
能
な
範

囲
で
）
感
染
予
防
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

  ８
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
 

【
父
島
】
 

《
日
時
》
８
月
６
日
（
木
）
 

午
後
２
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

【
母
島
】
 

《
日
時
》
８
月
６
日
（
木
）
 

午
後
３
時

30分
～
４
時
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）
 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
四

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎

ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
追

加
接
種
の
み
）
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
 ２

―
３

９
３

９
 
 

母
島
支
所
 
 
 
 
 ３

―
２

１
１

１
 

   
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、

10か
月
、
１
歳

６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、
３
歳

の
乳
幼
児
 

【
父
島
】
 

日
時
：
内
科
健
診
 
８
月

13日
（
木
）
 

受
付
時
間
 
午
後
２
時
～
３
時
 

歯
科
健
診
 
８
月

28日
（
金
）
 

受
付
時
間
 
午
後
２
時
～
３
時
 

場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
 

＊
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（

役
場
で
体
重
測
定
の
み
行
い
ま
す
）
 
 

【
母
島
】
 

日
時
：
８
月

18日
（
火
）
 

受
付
時
間
 
午
後
２
時
～
３
時
 

場
所
：
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
 

 ●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
     ２

―
３

９
３

９
 
 

母
島

支
所

         ３
―

２
１

１
１

 

   

  

管
理
栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
様
の
食
事

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お
子

様
と
保
護
者
 

【
父
島
】
日
時
：
８
月

27日
（
木
）
 
 

午
前

10時

30分
～

11時

30分
 

集
合
場
所
：
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
 

【
母
島
】
日
時
：
８
月

20日
（
木
）
 
 

午
前

10時

30分
～

11時

30分
 

集
合
場
所
：
母
島
支
所
大
広
間
 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
     ２

―
３

９
３

９
 
 

母
島

支
所

         ３
―

２
１

１
１

 

   

30歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て
、
女
性
特
有
の
が

ん
検
診
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行

い
た
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
 

 
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が

ん
検
診
を
内
地
で
受
診
す
る
場
合
に
利
用
す
る
も
の

で
す
。
 

が
ん
検
診
の
受
診
は
、
年
度
内
お
１
人
に
つ
き
１

回
で
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
受
診
さ
れ
た
方

は
、

11月
頃
に
実
施
予
定
の
「
小
笠
原
村
健
康
診

断
」
に
お
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
検
診
内
容
は

同
じ
）・
乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
検
査
及
び
視
触
診

を
実
施
）
を
受
診
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
 

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
お
１
人
様
各
１
枚
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。
 

【
発
行
対
象
者
】
 

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る

30歳
以
上
の
女
性
 

【
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
】
 

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
用
（
内
診
、
細
胞
診
、
コ
ル
ポ

ス
コ
ー
プ
診
及
び
エ
コ
ー
）
 

・
乳
が
ん
検
診
用
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
及
び
視
触

診
）
 

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】
 

 
医
療
法
人
社
団
 
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ

ザ
 

 
千
代
田
区
神
田
神
保
町
１
丁
目
１
０
５
番
地
 

（
最
寄
駅
：
東
京
メ
ト
ロ
半
蔵
門
線
 
神
保
町
駅
）
 

【
受
診
で
き
る
期
間
】
令
和
３
年
３
月

26日
ま
で
 

※
土
・
日
・
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。
 

※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
受
診
票
が

で
き
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
早
め
の
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

【
申
込
み
先
】
 

《
父
島
》
村
役
場
村
民
課
福
祉
係
 

《
母
島
》
母
島
支
所
 

【
申
し
込
み
期
間
】
令
和
３
年
２
月

26日
ま
で
 

●
問
合
せ
先
 
村
民
課
福
祉
係
 
 
２
―
３
９
３
９
 

      【
父
島
】
 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所
 

《
日
時
》
８
月

24日
（
月
）
～

28日
（
金
）
 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時
 

[注
：
８
月

26日
（
水
）
は
休
診
で
す
] 

【
母
島
】
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
 

《
日
時
》
８
月

20日
（
木
）
 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時
 

【
予
約
受
付
】
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）
午
後
１
時

30分
～
５
時
の
間
に
、
電
話
ま
た
は
診
療
所
に
て

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
全
て
予
約
制
で
す
。
 

●
問
合
せ
先
 

小
笠

原
村

診
療

所
 

 
２

―
３

８
０

０
 

母
島

診
療

所
 

 
 

 
 

３
―

２
１

１
５

 

母
島
巡
回
労
働
相
談
 

定
期
予
防
接
種

 

小
笠
原
高
等
学
校
 
施
設
開
放
・
公
開

講
座
 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診

 

育
児
学
級
（
お
や
つ
の
会
）

 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
券

 

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
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８
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
─
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
（
 
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。
 

                                

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
の
村
民
割
引
に
つ

い
て
 

小
笠
原
村
在
住
の
村
民
の
方
が
お
が
さ
わ
ら
丸
に

ご
乗
船
の
際
に
２
等
和
室
、
２
等
寝
台
、
特
２
等
寝

台
分
が
片
道

25％
割
引
に
な
る
「
村
民
割
引
」
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
 

ま
た
、
は
は
じ
ま
丸
に
ご
乗
船
の
際
に
は
復
路
が

80％
割
引
に
な
る
「
村
民
往
復
割
引
」
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
 

窓
口
に
お
い
て
乗
船
券
を
ご
購
入
の
際
に
「
乗
船

券
購
入
申
込
書
」（
割
引
申
請
書
）
と
次
の
証
明
書

類
（
有
料
人
員
分
、
コ
ピ
ー
不
可
）
を
必
ず
ご
提
示

く
だ
さ
い
。
 

１
．
小
笠
原
村
発
行
の
居
住
証
明
書
（
カ
ー
ド
式
ま

た
は
一
回
式
）
 

２
．
小
笠
原
村
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た
運
転
免
許
証
 

３
．
顔
写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
お
が

さ
わ
ら
丸
の
み
）
 

※
無
賃
の
幼
児
・
乳
児
は
不
要
で
す
が
小
人
（
有
料

の
幼
児
含
む
）
の
方
も
「
村
民
割
引
」
適
用
の
際
は

居
住
証
明
書
が
必
要
で
す
。
 

※
そ
の
他
（
学
生
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
で
は
村

民
割
引
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

 ●
問
合
せ
先
 

小
笠
原
海
運
（
株
）
父
島
営
業
所
・
 

伊
豆
諸
島
開
発
（
株
）
父
島
代
理
店
 

２
─
２
１
１
１
 

    

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
夏
休
み
期
間
中

の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
維
持
と
健
康
増
進
を
目

的
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

【
開
催
期
間
】
 

《
父
島
》
８
月
１
日
（
土
）
～

30日
（
日
）
 

《
母
島
》
８
月
１
日
（
土
）
～

26日
（
水
）
 

【
時
間
】
午
前
６
時

30分
～
 

【
場
所
】
 

《
父
島
》
①
奥
村
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

※
開
催
場
所
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
 

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

②
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー
裏
 
駐
車
場
 

《
母
島
》
母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
】
 

 
一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
開
催
を
支
え
て
い
た
だ
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
内
容
は
①
出
席
の
ハ
ン
コ
捺
し
②
参
加
人
数
の

カ
ウ
ン
ト
③
体
操
の
お
手
本
等
で
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
 

父
島

 
 

 
 

 
 

 
２

―
２

４
８

６
 

母
島

 
 

 
 

 
 

 
３

―
２

１
８

８
 

       

返
還

50周
年
を
契
機
に
小
笠
原
の
自
然
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
「
村
民
参
加
の
森
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、「
オ
ガ
グ
ワ
の
森

（
父
島
）」

と
「
母
島
の
森
」
に
お
い
て
、
手
入
れ

や
植
栽
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
 

８
月
の
祝
日
に
は
「
山
の
日
」
が
あ
り
ま
す
。
山

や
森
林
は
、「

生
物
多
様
性
保
全
」、「
文
化
の
形

成
」、「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」、「
水
源
保
持
・
河
川

流
量
の
調
節
」、「
木
材
等
生
産
」
な
ど
、
私
た
ち
に

様
々
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
恵
み
を

持
続
的
に
受
け
る
た
め
に
は
、
人
の
手
に
よ
る
保
全

や
維
持
管
理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
 

小
笠
原
の
乾
性
低
木
林
や
湿
性
高
木
林
な
ど
も
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
「
山
」
で
あ
り
、

世
界
自
然
遺
産
の
価
値
で
あ
る
生
態
系
の
基
盤
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
健
全
な
山
の
保
全
管
理
は
生

態
系
全
体
へ
の
相
乗
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
 

今
回
、「
山
の
日
」
に
小
笠
原
の
山
に
親
し
も
う

と
い
う
こ
と
で
、「
オ
ガ
グ
ワ
の
森
 夏

の
彩
り
体
験

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

【
日
時
】
８
月

10日
（
月
・
祝
）
 
 

午
前
９
時
～
お
昼
ま
で
 

【
集
合
・
作
業
場
所
】
オ
ガ
グ
ワ
の
森
（
父
島
長
谷

の
村
有
地
：
現
地
集
合
）
 

【
服
装
・
持
ち
物
】
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、

飲
み
物
な
ど
 

【
作
業
内
容
】
入
口
看
板
・
ベ
ン
チ
の
塗
装
、
ア
カ

ギ
材
を
使
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
づ
く
り
 
な
ど
 

※
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
熱

中
症
の
予
防
対
策
を
十
分
に
行
い
ま
す
。
 

※
事
前
申
込
制
で
す
。
 

※
作
業
に
必
要
な
道
具
は
貸
与
し
ま
す
。
 

※
現
地
に
行
く
手
段
が
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先
 

環
境
課
自
然
環
境
係
 
２
―
２
２
７
０
 

               

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
の
開
催
及
び
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
 

オ
ガ
グ
ワ
の
森
 夏

の
彩
り
体
験
会
 
 

～
参
加
者
募
集
～

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 14,813 等級 大人 小人

49,260 42,150 24,630 (-1,115) 3,950 1,980

(-5,780) (-4,950) (-2,890) 13,790 (+0) (+0)

35,570 28,460 17,790 (-1,038) 4,740 2,370

(-4,170) (-3,340) (-2,080) 12,685 (+0) (+0)

26,800 21,440 13,400 (-955) 等級 A(6名用) B(4名用)

(-3,140) (-2,520) (-1,570) 1,484

23,530 18,830 11,770 (-112)

(-2,760) (-2,210) (-1,380) 1,105 8,448

等級 村民 村民小人 身障者 (-83) (+0)

36,310 18,160 24,630 7,920

(-4,260) (-2,130) (-2,890) (+0)

24,000 12,000 17,790 7,392

(-2,820) (-1,410) (-2,080) (+0)

18,090 9,050 13,400 846

(-2,110) (-1,050) (-1,570) (+0)

15,870 7,940 11,770 638

(-1,860) (-930) (-1,380) (+0)

8月の燃料油価格変動調整金

お

が

さ

わ

ら

丸

旅

客

運

賃

貨

物

運

賃

1等品
小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

(

3

4

5

1

)

5

1

7

1

は

は

じ

ま

丸

旅

客

運

賃

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室 5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨

物

運

賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下
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              【
向
島
の
自
然
環
境
】
 

 
向
島
は
母
島
の
南
西
に
位
置
す
る
無
人
島
で
あ

り
、
こ
の
島
で
し
か
み
ら
れ
な
い
ム
ニ
ン
ク
ロ
キ
や

ム
コ
ウ
ジ
マ
ヒ
メ
カ
タ
ゾ
ウ
ム
シ
を
始
め
と
す
る
希

少
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
し
て
い
ま
す
。
 

昆
虫
類
で
は
、
固
有
の
ハ
ナ
バ
チ
類
、
カ
ミ
キ
リ

類
、
タ
マ
ム
シ
類
の
ほ
か
、
近
年
の
調
査
で
は
、
今

ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
イ
ナ
ゴ
類
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
似
た
種
類
で
兄
島
と
弟
島
に
生
息
す
る
ア

ニ
ジ
マ
イ
ナ
ゴ
が
い
ま
す
が
、
向
島
で
発
見
さ
れ
た

イ
ナ
ゴ
は
形
態
が
異
な
る
た
め
、
新
種
の
可
能
性
が

あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味
深
い
点
は
、
そ

の
生
態
で
す
。
草
原
に
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
イ
ナ

ゴ
類
で
す
が
、
こ
の
イ
ナ
ゴ
は
日
中
に
オ
ガ
サ
ワ
ラ

ビ
ロ
ウ
の
葉
の
上
や
根
元
で
観
察
さ
れ
ま
す
。
こ
の

葉
に
は
食
痕
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
葉
の
根
元
で

隠
れ
て
休
息
し
、
摂
餌
の
際
に
上
部
の
葉
へ
移
動
す

る
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、
ア
ニ
ジ
マ
イ

ナ
ゴ
は
飼
育
下
で
日
中
に
シ
マ
イ
ス
ノ
キ
の
葉
を
摂

餌
し
、
夜
間
は
タ
コ
ノ
キ
へ
移
動
し
、
休
息
す
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
両
者
は
、

食
餌
や
行
動
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

へ
適
応
し
た
結
果
が
現
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
小
笠
原
の
生
態
系
は
生
物
の
適
応
進
化
を
示
す

典
型
的
な
見
本
と
し
て
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、
世

界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
小
笠
原
の
生
き

物
の
面
白
い
生
態
が
ど
の
よ
う
に
進
化
し
た
の
か
を

想
像
し
て
み
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
せ
ん
か
？
 

 【
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
保
全
対
策
】
 

 
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
は
南
硫
黄
島
と
母
島
列

島
に
生
息
し
て
い
る
陸
鳥
で
す
。
本
種
は
も
と
も
と

カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
亜
種
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
先
日
発
表
さ
れ
た
論
文
に
よ
り
、
独
立
種
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
小
笠
原
諸
島
の
固
有
種
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
本
種
の

生
息
数
は
、
４
０
０
個
体
以
下
し
か
い
な
い
と
言
わ

れ
て
お
り
、
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
絶
滅

危
惧
Ｉ
Ａ
類
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

向
島
は
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
繁
殖
地
の

一
つ
で
す
が
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
が
生
息
し
て
お
り
、
オ

ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
な
ど
の
陸
鳥
の
繁
殖
に
影
響

を
与
え
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
林

野
庁
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
関
が
協
力
し
、
今
年

２
月
か
ら
６
月
ま
で
ネ
ズ
ミ
対
策
を
実
施
し
ま
し

た
。
殺
鼠
剤
を
入
れ
た
ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
し
ま
し
た
が
、
殺
鼠
剤
が
な
か
な
か
喫
食
さ
れ

ず
、
誘
因
の
た
め
に
に
ぼ
し
や
ド
ッ
ク
フ
ー
ド
を
入

れ
る
な
ど
試
行
錯
誤
を
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
セ

ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る
ネ
ズ
ミ
の
撮
影
頻
度
が
減
少

し
、
陸
鳥
た
ち
が
営
巣
し
や
す
い
環
境
に
一
歩
近
づ

い
た
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
の
絶
滅
を
食
い
止
め
る

た
め
の
取
組
は
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
く
予
定

で
す
。
今
回
の
取
組
の
詳
細
は
、
自
然
情
報
セ
ン
タ

ー
だ
よ
り
で
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

        

【
参
考
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献
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０
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６
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自
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 ●
問
合
せ
先
 環
境
課
自
然
環
境
係
 ２

―
２
２
７
０
 

   

小
笠
原
村
で
は
、
村
条
例
に
よ
り
イ
エ
シ
ロ
ア
リ

生
息
域
で
育
成
や
保
管
さ
れ
た
植
栽
用
樹
木
等
は
母

島
へ
の
持
込
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
な
ど
に
よ
る
購
入
も
同
様
で
す
。
 

な
お
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
の
生
息
域
は
父
島
や
次
の

地
図
の
地
域
に
な
り
ま
す
が
、
近
年
、
生
息
域
が
拡

大
傾
向
に
あ
り
、
生
息
域
外
か
ら
の
持
ち
込
み
で
あ

っ
て
も
油
断
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
 

ま
た
、
母
島
へ
の
あ
ら
ゆ
る
貨
物
の
輸
送
に
際

し
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
の
付
着
が
無
い
こ
と
の
確
認
な

ど
も
条
例
で
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
羽
ア
リ
が
飛
ぶ

４
月
か
ら
７
月
末
の
間
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。
 

母
島
行
き
の
荷
物
で
、
植
栽
用
樹
木
等
や
羽
ア
リ

の
羽
が
付
着
し
て
い
る
物
、
シ
ロ
ア
リ
被
害
の
あ
る

木
材
な
ど
を
見
か
け
た
場
合
は
村
役
場
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
条
例
の
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
ま

す
。
 

シ
ロ
ア
リ
条
例
 
 
 
検
索
 

   

                 ●
問
合
せ
先
 

 
 
 
 
環
境
課
生
活
環
境
係
 
 
２
―
２
２
７
０
 

 
 
 
 
母
島
支
所
庶
務
係
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

   

小
笠
原
村
の
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
に
よ
る
イ
エ
シ

ロ
ア
リ
群
飛
調
査
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。
 

次
の
表
の
と
お
り
年
度
に
よ
り
群
飛
数
は
前
後
し

ま
す
が
、
父
島
で
は
平
成
初
期
に
比
べ
る
と
群
飛
状

況
は
大
幅
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
減
ら

せ
る
よ
う
駆
除
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
 

ま
た
母
島
に
つ
い
て
は
集
落
周
辺
の
対
策
を
最
重

点
地
域
と
し
て
こ
の
群
飛
調
査
結
果
で
多
く
の
群
飛

を
確
認
し
た
箇
所
を
中
心
に
シ
ロ
ア
リ
の
探
査
駆
除

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

効
率
良
く
探
査
駆
除
を
行
う
た
め
に
は
皆
様
か
ら

の
「
白
い
ア
リ
」
を
見
た
と
い
う
情
報
が
重
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

   

母
島
へ
の
植
栽
用
樹
木
等
の
持
込
制
限
に
つ

い
て

 

向島で確認されたイナゴ 

オガサワラカワラヒワ 

世
界
自
然
遺
産
を
支
え
る
属
島
の
自
然
 

～
向
島
編
～

 

イ
エ
シ
ロ
ア
リ
群
飛
調
査
結
果
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                           ●
問
合
せ
先
 

 
 
 
 
環
境
課
生
活
環
境
係
 
 
２
―
２
２
７
０
 

 
 
 
 
母
島
支
所
庶
務
係
 
 
 
３
―
２
１
１
１
 

   
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
 

【
対
象
者
】
令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村

に
１
年
以
上
在
住
で

18歳
以
上
と
な
る
方
 

※
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
を
推
奨
し
ま
す
。
 

【
講
習
期
間
】
９
月
２
日
（
水
）
～

10月

30日

（
金
）
 

※
こ
の
期
間
の
う
ち
９
日
間
程
度
講
習
を
実
施
し
ま

す
。
 

※
ま
た
、
天
候
等
に
よ
っ
て
は
日
程
を
変
更
す
る
場
 

合
が
あ
り
ま
す
。
 

【
受
講
料
】
３
千
円
 

【
申
込
用
紙
配
布
場
所
】
 

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁
土
木
課
 

 
 
 
 
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
 

※
配
布
は
８
月
３
日
（
月
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。
 

【
申
込
期
間
】
８
月
３
日
（
月
）
～
８
月

17日

（
月
）
 

※
申
込
者
が
２
名
に
達
し
な
い
場
合
、
今
年
度
の
講
 

習
会
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

※
講
習
会
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
十
分
配
慮
い
た
し
ま
す
。
 

 
な
お
、
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
開
催
を

延
期
又
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
 

●
問
合
せ
先
 
 
 
支
庁
土
木
課
 
２
―
２
１
６
７
 

    

小
笠
原
村
と
し
て
も
７
月
以
降
観
光
客
の
来
島
自

粛
要
請
も
緩
和
さ
れ
、
お
が
さ
わ
ら
丸
の
利
用
客
数

も
増
え
た
中
で
、
内
地
で
は
新
た
な
感
染
者
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
従
来
の
会
場
で
行
っ
て

い
た
講
習
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
一
環
で
も
う
し
ば
ら
く
様
子
を
伺
い
、
先
月
同

様
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し
各
自
で
受
講
し
て
い
た

だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等
の
提
出
を

持
っ
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有
林

の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、
利

用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

利
用
講
習
会
は
前
段
の
と
お
り
講
習
資
料
等
配
付
へ

変
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、
講
習
資
料
配
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
講
習
申
込
み
締
切
日
ま
で

に
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
入
林
許
可
書
及
び
年
間
パ
ス
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等
を
提
出
い
た
だ
い

て
か
ら
交
付
と
な
り
ま
す
。
 
 

１
 村

民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定

ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
簡
易
講
習
）
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。
 

２
 調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る

方
（
調
査
研
究
講
習
）
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

※
１

、
２

の
事

務
の

流
れ

は
次

の
と

お
り

と
し

ま
す

。
 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み
 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付
 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送
 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。
 

◎
父
島
講
習
申
込
み
締
切
日
 

【
締
切
日
】
８
月

25日
（
火
）
 

◎
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日
 

【
締
切
日
】
８
月

25日
（
火
）
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ２

―
３
４
０
３
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
  

２
―
２
１
０
３
 

   ８
月
の
開
館
：
８
月
１
日
～

29日
毎
日
開
館
。
 

開
館
時
間
：
午
前
８
時

30分
～
午
後
５
時
 

（
夜
間
～
午
後
９
時
）
 

※
夜
間
開
館
等
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

現
在
、
来
館
者
の
み
な
さ
ま
へ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
の
消
毒
を
お
願

い
し
、
人
数
制
限
や
館
内
の
消
毒
清
掃
を
行
う
た
め

時
間
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
特
別
展
】
 

■
本
館
 

「
島
の
隠
れ
た
写
真
家
た
ち
～
島
民
、
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
越
し
の
島
の
彩
」
 開
催
中
 

 
島
の
ア
マ
チ
ュ
ア
に
よ
る
自
然
や
生
活
な
ど
を
テ

ー
マ
に
し
た
写
真
展
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
節
柄
、

ふ
さ
ぎ
気
味
な
気
持
ち
を
明
る
く
す
る
よ
う
な
写
真

の
数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

■
新
館
 
 

 
「
小
笠
原
地
名
展
２
０
２
０
～
島
を
巡
っ
て
由
来

を
知
ろ
う
」
開
催
中
 

ボ
ニ
ン
・
小
笠
原
・
父
島
・
母
島
…
小
笠
原
の
地

名
は
、
歴
史
の
中
で
ど
の
よ
う
に
命
名
さ
れ
、
ど
う

変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
写
真
な
ど
を
ま
じ
え
て
展

示
し
て
い
ま
す
。
 

 ●
問
合
せ
先
 
 
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 
 

２
―
３
０
０
１
 

      

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
 

入
林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
）
 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ
 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会
 

調査期間

（今年度） 
調査方法 

調査 

箇所数 

群飛規模またはライトトラップ捕捉数（延べ数）  

※年度によって調査日数は多少異なります 
地 域 

平成30年度 令和元年度 令和2年度 

5/29～ 7/2 

街灯に集まる羽

アリの状況を目

視で確認 

18か所 
大群飛： 1か所 

中群飛：13か所 
大群飛： 5か所 

中群飛：42か所 

大群飛： 0か所 

中群飛：19か所 

西
町
～
 

奥
村
 

 

父
島
 

ライトで羽アリ

を集め、水の入

ったトレイで捕

捉 

1か所 4,267頭 3,433頭 4,769頭 

扇
浦
 

分
譲
地
 

43か所 2,334頭 
※調査個所22か所 

199頭 957頭 

集
落
 

周
辺
 

母
島
 

6/17～6/24 19か所 18,392頭 7,665頭  33,329頭 

猪
熊
谷
 

以
北
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海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
 
そ
の

231 

―
砂
の
中
か
ら
・
・
・
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
調
査
は
中
盤
を
迎
え
、
島
の
各

海
岸
で
、
多
く
の
卵
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ミ

ガ
メ
の
卵
が
ふ
化
す
る
ま
で
に
か
か
る
日
数
は
約
２

ヶ
月
。
場
所
に
よ
っ
て
は
時
間
が
経
過
し
、
い
よ
い

よ
小
さ
な
子
ガ
メ
た
ち
が
生
ま
れ
、
海
へ
旅
立
っ
て

ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
ま
れ
て

き
た
子
が
皆
、
無
事
に
海
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
調
査
中
に
遭
遇
し

た
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。
 

 
陽
の
照
る
某
日
、
新
し
い
産
卵
巣
を
見
つ
け
出

し
、
卵
を
見
る
た
め
に
砂
を
掘
り
ま
し
た
。
流
れ
て

く
る
砂
に
苦
し
み
な
が
ら
掘
り
進
め
る
と
、
何
や
ら

卵
と
は
違
う
ゴ
ム
の
よ
う
な
感
触
、
引
っ
張
り
出
し

て
み
る
と
、
な
ん
と
元
気
な
子
ガ
メ
。
驚
き
、
思
わ

ず
声
が
出
ま
し
た
。
穴
の
中
を
覗
く
と
、
壁
面
に
ま

だ
子
ガ
メ
た
ち
が
埋
も
れ
て
い
ま
し
た
。
既
に
卵
が

ふ
化
し
た
産
卵
巣
で
し
た
。
こ
れ
は
い
け
な
い
と
思

い
、
す
ぐ
に
取
り
残
さ
れ
た
子
た
ち
の
救
出
を
開
始

し
ま
し
た
。
傷
つ
け
な
い
よ
う
、
周
り
の
砂
を
慎
重

に
削
り
、
掘
り
出
し
な
が
ら
、
子
ガ
メ
を
１
匹
、
ま

た
１
匹
と
取
り
出
し
ま
し
た
。
全
て
助
け
出
し
、
数

え
て
み
る
と

20匹
ほ
ど
で
し
た
。
 

 
な
ぜ
こ
の
カ
メ
た
ち
は
ふ
化
後
、
出
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
の
か
。
恐
ら
く
で
す
が
、
砂
が
や
わ
ら

か
す
ぎ
た
事
が
原
因
と
み
ら
れ
ま
す
。
産
卵
巣
は
陽

に
よ
っ
て
水
気
を
失
い
、
掘
っ
て
い
る
と
砂
が
次
々

と
雪
崩
れ
込
む
ほ
ど
に
乾
燥
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
場
所
か
ら
、
出
て
行
く
こ
と
は
。
カ
メ
た
ち
に
と

っ
て
も
難
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
 

 
救

出
し

た
子

ガ
メ

た
ち

を
波

打
ち

際
ま

で
つ

れ
て

行

き
、

そ
の

ま
ま

海
へ旅

立
っ
て

も
ら

い
ま

し
た

。
無

事
、

波
に

乗
り

、
海

の
中

へと
消

え
て

ゆ
く

彼
ら

を
、

安
心

し
な

が
ら

後
ろ

か
ら

見
守

っ
て

い
ま

し
た

。
 

―
お
願
い
―
 

 
カ
メ
た
ち
の
活
動
が
活
発
と
な
る
に
伴
い
、
も
し

も
海
の
中
や
砂
浜
で
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
会
い
ま
し
た

ら
、
次
の
３
つ
の
事
に
つ
い
て
、
ご
注
意
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

①
「
ウ
ミ
ガ
メ
を
光
で
照
ら
さ
な
い
」
 

②
「
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
つ
け
て
も
追
い
か
け
な
い
」
 

③
「
ウ
ミ
ガ
メ
に
は
触
ら
な
い
」
 

 
ル
ー
ル
を
守
り
、
カ
メ
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
海
岸
作
り
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
―
 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
せ
先
 
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

２
―
２
８
３
０
 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー
) 
Ｈ
Ｐ
 
https://bonin-ocean.net 

 「
尾
ビ
レ
に
ロ
ー
プ
が
絡
ん
だ
イ
ル
カ
の
そ
の
後
」
 

２
０
１
８
年
９
月
の
村
民
だ
よ
り
で
、
尾
ビ
レ
の

付
け
根
に
ロ
ー
プ
が
巻
き
付
い
て
し
ま
っ
た
一
頭
の

ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
覚

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
＃

89

（
愛
称
・
キ
ッ
プ
）
と
し
て
識
別
さ
れ
て
い
る
メ
ス

の
イ
ル
カ
で
す
。
あ
れ
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

あ
の
後
、
尾
ビ
レ
に
絡
ん
だ
ロ
ー
プ
は
無
事
外
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
キ
ッ

プ
の

そ
の

後
の

様
子

を
お

伝
え

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

キ
ッ
プ
の
尾
ビ
レ
に
ロ
ー
プ
が
巻
き
付
い
て
い
る

の
を
確
認
し
た
の
が
一
昨
年
の
６
月
で
し
た
。
そ
の

翌
月
に
観
察
さ
れ
た
際
に
は
ま
だ
ロ
ー
プ
が
絡
ま
っ

て
お
り
、
そ
の
後
は
一
年
近
く
調
査
で
出
会
え
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
ロ
ー
プ
が
外
れ
た
の
か
ど
う
か
は

し
ば
ら
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
昨
年

12月
の
調
査
で
久
し
ぶ
り
に
キ
ッ
プ
に

出
会
っ
た
際
に
は
、
無
事
、
尾
ビ
レ
か
ら
ロ
ー
プ
が

外
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
や
れ
や
れ
、

一
年
越
し
に
、
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お
ろ
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
 

最
近
で
は
、
６
月
に
キ
ッ
プ
が
新
生
児
を
連
れ
て

泳
い
で
い
る
姿
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
、

ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
行
か
れ
る

方
は
、
キ
ッ
プ
の
親
子
が
泳
い
で
い
る
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
名
の
通
り
、

尾
ビ
レ
に
キ
ッ
プ
を
切
っ
た
よ
う
な
大
き
な
切
れ
込

み
が
あ
り
ま
す
の
で
、
識
別
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今
回
の
出
来
事

の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
出
し
た
ゴ
ミ
が
海
の
生
き
物

の
生
活
を
脅
か
す
一
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
も

事
実
で
す
。
こ
の
イ
ル
カ
の
こ
と
を
知
っ
た
皆
様
一

人
一
人
が
、
海
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

           ●
問
合
せ
先
 
 一
般
社
団
法
人
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
   

 
 
 
 
２
ー
３
２
１
５
 

 マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
  

第
六
十
四
貝
「
住
め
ば
ミ
ヤ
コ
」
 

 
「
大
き
く
て
茶
色
い
カ
タ
ツ
ム
リ
が
い
る
け
ど
、

こ
れ
は
島
の
マ
イ
マ
イ
？
」
父
島
の
方
か
ら
メ
ー
ル

や
写
真
が
届
く
た
び
、
ど
き
っ
と
し
ま
す
。
父
島
で

は
小
笠
原
固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
、
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の

仲
間
は
ほ
ぼ
絶
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
ま
だ

生
き
残
っ
て
い
る
な
ら
、
す
ぐ
に
守
り
に
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
経
験
で
は
、
そ
の
正
体
は
「
ミ
ヤ
コ

マ
イ
マ
イ
」
で
し
た
。
茶
色
に
帯
も
よ
う
が
入
っ
た

立
派
な
殻
は
カ
タ
マ
イ
マ
イ
に
そ
っ
く
り
で
す
が
、

殻
の

丸
み

や
厚

み
は

、
よ

く
見

る
と

ち
が

っ
て

い
ま

す
。

近
年

ま
で
シ
ュ
リ
マ
イ
マ
イ

と
呼

ば
れ

て
い

ま
し

た
が

、
殻

や
生

殖
器

の
特

徴
を

よ
く

調
べ
て

み
た

ら
、

と
て

も
近

縁
な

別
の

種
類

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

、

沖
縄

由
来

の
マ
イ
マ
イ

で
す
（

亀
田

, 2017）。
 

十
年
ほ
ど
前
に
は
、
私
は
父
島
中
央
部
の
ダ
ム
の

周
辺
で
し
か
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

そ
の
後
、
三
日
月
山
周
辺
や
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
、
最
近
は
、
小
港
園
地
や
宮
之
浜
に
も
暮
ら
し
て

い
る
こ
と
を
、
島
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
知

り
ま
し
た
。
 

強
力
な
外
来
の
天
敵
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ

リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
に
よ
っ
て
カ
タ
マ
イ
マ
イ
た
ち
が
姿

を
消
し
た
一
方
で
、
ミ
ヤ
コ
マ
イ
マ
イ
は
、
産
卵
数

の
多
さ
や
成
長
の
早
さ
の
違
い
か
ら
か
、
島
内
で
勢

力
拡
大
さ
え
で
き
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
こ
の
広
が
り
方
、
マ
イ
マ
イ
が
自
力
で
歩
ん

で
広
が
っ
て
い
る
に
し
て
は
勢
い
が
良
す
ぎ
る
気
が

し
ま
す
。
一
部
は
偶
然
に
人
が
運
搬
す
る
も
の
に
便

乗
し
、
旅
し
て
は
運
ば
れ
た
先
で
移
住
で
き
た
結
果

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
外
来
生
物
の
存
在
や
人
間

活
動
を
含
め
た
、
イ
マ
の
父
島
の
環
境
に
お
い
て
着

実
に
成
功
を
収
め
た
マ
イ
マ
イ
の
一
員
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
 

次
は
ど
の
都
か
ら
便
り
が
届
く
で
し
ょ
う
か
。
 

           【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
・
森
英
章
【
イ
ラ

ス
ト
】
橋
本
愛
【
参
考
文
献
】
亀
田
勇
一
.2017. 

Molluscan Diversity, 5(1-2): 93-112 
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― 村民課福祉係 — 

— 第２４６号 ― 

 

クジラの伝言板 

 
 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

クジラ：夏はアイスとか冷たい物を食べたくなるけど、食べ過ぎは夏バテを招くって知らなかった・・・ 

保健師：冷たい食べ物を食べた後は、温かい飲み物を飲んで胃腸を温めたり、胃液の分泌を促進し、食欲を

増進させる働きのある香辛料を加えてみたり、工夫すると良いですよ。 

クジラ：なるほど～。最近の食事を見直して、暑さに負けない身体づくりをしようかな♪♪ 

じりじりとした強い日差しを感じられる今日この頃。この時期は暑さで食欲がなくなり、ついキンキンに冷えた飲み

物や食べ物などを選んでしまうことが多くなり、体調不良や夏バテを招きます。暑さに負けないためにも夏こそ「食生

活」を整えることが重要になります。今月は夏バテ予防のための大切なポイントについて特集します！ 

どうして夏バテするの？ 

夏バテとは、「体がだるい」「食欲がない」「疲れやすい」「寝不足」

などといった夏の暑さによる体調不良の総称です。 

高温・多湿 

冷房 暑さ 

冷える 

血行不良 

免疫力低下 

室内外の

温度差 

自律神経

の乱れ 

だるい 

汗が 

かけない 

体内に熱

がこもる 

脱水 

熱疲労

(熱中症) 

夜眠れない 

睡眠不足 

疲れが 

とれない 

冷たい飲

み物の 

過剰摂取 

消化器官の

機能低下 

食欲不振 
 

 

夏バテ対策の 4 つのポイント 

不足しがちな水分を 

しっかり補給。 

早め・こまめに！ 

１ 

４ 

２ 

３ 

栄養バランスのよい 

食事をとる！ 

ぐっすり眠って 

カラダを休める！ 

 

 

 

眠りの質を上げる工夫は？ 

寝室内を快適に保つために、室内の温度は約28度、湿度は50

～60%を目安に、エアコンや扇風機も活用してください。扇風機

は風が直接体に当たらないように工夫してください。イグサ、竹、 

麻などの通気性のよい天然素材や、 

ひんやりと感じる素材で作られた 

寝具などを選ぶなどもお勧めです。   

夏バテ予防に効果的な食事 

夏は冷たくてのど越しの良いそうめんやお蕎麦など炭水化物に偏った食事になりやすく、 

栄養バランスがくずれがちです。不足しやすいたんぱく質や汗をかくと失われるビタミン、 

ミネラルは意識して摂るようにしましょう。 

麺類にはちょい足しを！ 

トッピングやおかずを足して、麺類だけの食事にならな

いようにしましょう。トマトやおくらなどの野菜や肉、納

豆などのたんぱく質をプラスするだけでもバランスが

upします♪ 

 
 

 
 

 

 

ビタミンB群でスタミナUP！ 

ビタミン B 群は、エネルギー代謝や疲労回

復に効果的です。また、にんにくやねぎなど

のアリシンを含む食材と一緒に食べるとビ

タミンB１の吸収が良くなります。 

 

 

 

 
 うなぎ 

豆類 

レバー 

豚肉 

旬の野菜を 

取り入れましょう！ 

夏の太陽を浴びた緑黄色野

菜は、カロテン、ビタミン、

食物繊維、カリウムなどのミ

ネラルが多く含まれていま

す。旬の野菜を取り入れて暑

い夏を乗り切りましょう。 

 

 

 
かぼちゃ きゅうり 

ピーマン 

 

 

 

軽い運動をして発汗能力 

を上げる！ 

(気温が低く、日差し 

が弱めの早朝や夕方 

以降がおすすめです) 



出港日
中学校教科用図書見本（道徳）展示会（～21日）

夏休みラジオ体操（父島：～30日・母島：～26日）

母島小中学校 夏休み図書館開放（～26日）

令和２年度高圧ガス・液化石油ガス国家試験申込期間（～9/2）

地域振興に係る補助事業の募集（第２回）（～21日） 行政相談所の開設
保存食（アルファ化米）の配布（～14日）/東京都自然ガイド講習会申込期間（～17日） 乳幼児健診・歯科健診(母島）
スノーケリングインストラクター認定講習申込期間（～21日）

入港日

入港日 育児学級（おやつの会）（母島）
防災行政無線による全国一斉の緊急情報伝達試験 産科・婦人科専門診療（母島）

定期予防接種

出港日

出港日

産科・婦人科専門診療（父島）（～28日）

オガグワの森 夏の彩り体験会 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

母島巡回労働相談 入港日

入港日 育児学級（おやつの会）（父島）

村民相談

乳幼児健診（父島） 電話による無料法律相談

乳幼児歯科健診（父島）

出港日

出港日
戦没者追悼式典

令和２年７月豪雨に対する義援金受付〆切

狩猟免許更新申込〆切
子育て世帯への臨時特別給付金の申請〆切31 月

15 土

個人住民税(村・都民税)(第２期）、国民健康保険税(第２期)、
介護保険料(第２期)および後期高齢者医療保険料(第１期)の納期限

30 日

金 29 土

28 金

14

13 木

27 木12 水

火 26 水

25 火

11

10 月

日 24 月

23 日

9

8 土

金 22 土

21 金

7

木

6 木

5 水 20

4 火 19 水

3 月 18 火

日 17 月

16 日

2

1 土

日付 曜日 行　事　予　定日付 曜日 行　事　予　定

山の日


